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提言の全体構成 

2．分野別プラン 
（ポジティブ・レガシーによる 

社会課題解決） 

3．ネガティブ・レガシー 
最小化 

はじめに（本提言の趣旨・位置づけ） 

1．基本方針（ビジョン） 

4．全体推進策 

5．今後の取組 
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0．本提言の目的・位置づけ（はじめに） 

②オリンピック・パラリンピック・レガシー創造に向けた提言 

大会組織委員会、府省、自治体等のレガシー創造への取組に反映頂くための働きかけ 

①民間発意で、産官学、スポーツ団体、NGO・NPOなどによる検討 

企業、府省、自治体、大学、スポーツ団体、NGO・NPOなど164団体が検討に参画 

③参加企業等、自らの実現に向けた取り組み表明 

提言に終わらず、提案した事業・施策の具体化に向けた取り組みに着手 

④中間段階としての報告 

約2か月での集中討議の成果の取りまとめ。12月の最終報告に向けて継続検討 
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1．基本方針 課題認識とオリ・パラの意義 

失われた20年 

バブル経済崩壊 
 
課題先進国 
（世界に解・事例なし） 
 
相次ぐ大震災 
 
成熟社会への 
構造転換を先送り 
 
もはや待ったなし 

東京大会開催決定 

国民の意識・行動変化 
 
府省の長期政策立案 
（2020年及びその先） 
 
企業の業績回復、攻め、 
2020年中期経営計画 
 
世界の関心・注目 
 
社会に前向きな兆し 

オリ・パラの意義 

大会を契機とした 
積年の課題解決 
（2020年という目標） 
 
成熟社会への構造転換 
（オリ・パラ・レガシー） 
 
オリ・パラの新たなかたち 
（社会的価値の向上） 
 
課題解決と世界貢献 
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1．基本方針 重要な視点 

Beyond Sport & Event 社会課題解決加速の契機としてのオリパラの効果 1 

Beyond Tokyo 日本全体及び世界に向けたレガシー （地方の課題解決） 3 

Beyond 2020 2050年ビジョン⇒2020年マイルストン⇒オリパラ・レガシープラン 2 

Beyond Sector 組織・団体・イベントの垣根を越えた取り組み 4 

スポーツ

健康

観光

まちづくり

人財

文化

シニア

創造型需要・世界市場

・競技力向上
・施設
・交通インフラ
・競技会

・来訪・宿泊
・防災・セキュリティ
・文化プログラム
・キャンプ 等

震災復興・地方再生

国際関係・平和構築

医療・介護・健康

財政均衡（税収増）

科学・技術・イノベーション

防災・レジリエンス

環境・エネルギー

産業・雇用構造転換

教育・人財・全員参加

レガシーが
社会全体に波及

目指すべき
未来社会

大会を目標に
課題解決を加速

現在

2020年2014年 2030～50年

東京大会
従来延長の
未来社会
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1．基本方針 ビジョンの前提 

社会全体 

 人口：当面の総人口・生産年齢人口減少、高齢化率上昇は不可避 
 環境・資源：社会・経済活動の制約は厳しく、最大減の努力必須 
 財政：社会保障・インフラ更新等の抑制を含め、自由度は大きく低下 
 上記制約下でGDP成長を目指す（社会維持・課題解決の必要条件） 

個人 

世界の中の
日本 

 質的豊かさ、精神的な充足、社会での必要・貢献への価値の高まり 
 経済的困難、将来への悲観、期待・現実ギャップ（結婚、出産）、長時間労働 
 経済的・精神的な余裕の低下、異質性に対する寛容さの喪失 
 個人課題の解決によるチャレンジや相互信頼の回復を目指す 

 量的な存在感・シェアの低下は不可避（新興国台頭、わが国成熟化） 
 各種ランキングでは、日本人自身の想定を超える評価 
   例：世界に良い影響を与える国、国際競争力、観光客 
 技術・制度・文化・人財等の貢献により、質的な存在感の拡大を目指す 
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1．基本方針 2030年ビジョン 

夢とチャレンジと敬意を感じられる 
持続可能な成熟社会 

夢・希望・目標を持ち続け、 
実現へのチャレンジを繰り返し、 
果敢な失敗は賞賛され、 
尊敬の念を持って関わりあう 

人口・財政等の制約下でも 
山積する課題が解決され、 
持続的な経済成長が実現し、 
ソフト・ヒューマンパワーで世界に貢献 

個人・組織 社会 

①全員活躍・ 
ダイバーシティ・ 
オープンな共創 

＜ 3 つ の 特 長 ＞ 

②伝統と革新の融合
による価値や文化の

創出・発信 

③課題解決による
経済・社会活性化
と世界貢献 
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2．分野別プラン（ポジティブレガシーによる社会課題解決） 

2030年ビジョン 

夢とチャレンジと敬意を

感じられる 

持続可能な成熟社会 

分野別ビジョン 

③世界に開かれ、ジャパン・クオリティを広める社会 

⑥課題解決に先進的に取り組み、モデル・技術を世界に示す社会 

②皆が健康でアクティブに暮らせる社会 

④スポーツ・芸術文化が広く浸透した社会 

①全員が能力と個性を発揮し、活躍する社会 

⑤国民も来訪者も安心する世界で最も安全な社会 
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①全員が能力と個性を発揮し、活躍する社会 

テーマ 事業・施策名 

1) シニアの活躍
（生涯現役） 

“スーパーオモテナシニア”養成 健康美容長寿立国“バラダイスジャパン” 

シニアボランティア・ポイント制度 クールシニア創出・増殖事業 

おもてなしプランコンテスト＆ファンド事業 空家活用、住替・リフォーム・共住促進 

2) 女性の社会

参加・男性の家
庭進出 

ワーキングプレイス提供事業 企業制度のコンサルティング 

スポーツ教室つき学童保育 意識を変えるためのセミナー事業 

女性マネージャー育成 育児・介護移動・交流支援きっぷ 

3) 障がい者の
社会参加 

シームレスなバリアフリー環境創造 こころのバリアフリー推進事業 

周囲に困りごとを知らせるスマホ パラリンピックを活用したイメージ転換事業 

移動支援人材創出 

4) 現役世代の

社会活動促進 

同窓会活性化事業・アクティブコミュニティ活性化事業 新スポーツ創造（マイナースポーツリニューアル）コンテスト 

就業規程の弾力化による現役世代の社会貢献プロジェクト 

5) 交流促進 

学校施設を拠点とした地域交流促進事業（一校一交流） シニアによる保育園事業 

一校一共有運動 学校体育におけるトップアスリートの学習支援、子どもの態度育成 

世代交流ホームシェア ボランティア・サポートプラットフォーム事業 

留学生・日本人学生チームによるオリンピック便乗プランコンテスト シニアを中心としたクラウドワークス 

6) 人財育成・
学びの促進 

ボランティアや文化プログラム等、オリ・パラ関連プロジェクトのリー
ダーへの若者アサイン 

グローバル人財育成特化型高等学校 

留学促進事業 あなたの人生、ガラガラポン！！（チャレンジ抽選事業） 
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②皆が健康でアクティブに暮らせる社会 

テーマ 事業・施策名 

1)健康増進 

スポーツ科学の予防医学への活用 

先端技術の医療・介護への活用 

自治体におけるライフスタイル改善事業の推進 

地域における運動・スポーツ活動中の安全管理の充実 

健康経営の手法開発及び普及促進 

ねんりんぴっく、ワールドマスターズゲームズと連携した健康寿命延伸意識の醸成 

2)海外展開 
外国語に対応した高度医療及び医療ツーリズムの推進、医療サービスの国際化 

日本の健康・予防文化の海外展開（生活習慣、食文化、検診等） 

3)産業創出 

ICTを活用した健康増進＆ライフスタイルデータマネジメント 

新たな健康コンテンツ（美容、食、技術活用）の開発、普及 

スポーツ・ヘルスケアポイントを利用した健康行動促進と地域活性化 

ビジネス地区における企業、ビジネスパーソンの健康投資拡大 
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③世界に開かれ、ジャパン・クオリティを広める社会 

テーマ 事業・施策名 

1)国内観光産業の再構築・進化 

エリアプロモーション事業 

訪日市場動向モニタリングDB構築・運用事業 

観光ボランティアDB整備＆マッチング事業 

スポーツ合宿マッチングシステム事業 

MICE関連事業（海上拠点創出含む） 

復興レガシー関連事業 

まちの魅力創出関連事業（エリア全体、夜間等） 

臨場感溢れるエンターテイメント技術活用事業 

水辺空間を活用した海水運活性化事業 

2)受入水準、範囲の向上・拡大 

訪日外国人決済利便性向上プロジェクト(“J-カード”決済関連事業) 

おもてなし認証事業 

観光情報提供事業（多言語アプリ等） 

ウェアラブル端末を活用した先進ナビゲーション事業 

イベント・サステナビリティ普及事業 

CO2削減促進交流関連事業（エネルギー、交通等） 

ユニバーサル移動関連事業（移動システム、旅行介助人財育成） 

既存施設を有効活用した体験型ゲストハウス事業 

3）宝ものの流通促進 

食文化コミュニケーション関連事業 

食×健康関連事業 

文化ツーリズム拠点形成関連事業 

アート創生事業 

ジャパン・クオリティ発掘・発信関連事業（家電等先進技術・まちづくり、芸術・文化体験、情報発信等） 

民間企業による日本の芸術家PR事業 
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④スポーツ・芸術文化が広く浸透した社会【スポーツ】 

テーマ 事業・施策名 

1)トップスポーツ振興 
競技力向上におけるBig Dataの活用 
パラリンピック版タレント発掘 

2)新たなスポーツ文化の構築 

新スポーツ創出プラットフォーム構築事業（スポーツ×〔テクノロジー、アート、フード、etc〕） 
先端スポーツ科学を活用したコンディション・栄養・運動能力向上プログラムの開発 
マイナー競技、ニュースポーツ等を活用したプログラムの開発 
健康増進、生涯スポーツにおけるデータ、履歴管理・活用 
企業CSR、寄付文化醸成によるスポーツ振興（税制優遇） 
パラリンピック競技の認知度向上と障がい者スポーツ振興 
スポーツ嫌いの子どものための学校体育のカリキュラム開発 
学校体育・運動部活動の発展、改革 
スポーツを通じた国際交流の推進 
スポーツ実施率が低い層（女性、 30代男性、肢体不自由者など）への対応 

3)産業創出 
先端技術の活用やエンターテイメント化による新たなスポーツビジネスの創出 
パラアスリートと連携した一般向け商品・サービス開発マネジメント 

4)スポーツの活用 
スポーツを活用した教育プログラム開発、輸出 
スポーツによる地域産業・コミュニティ活性化 
各年代におけるスポーツを通した社会参加促進 

5)施設・空間 

新たなスポーツ施設モデル構築（複合型、交流拠点、収益性、IT、ソフト一体、都心） 
集合住宅のコミュニティスペース、学校施設等を活用した地域コミュニティの醸成 
既存施設の効果的活用や学校、公園の規制緩和・活用による地域スポーツ振興 
日常的にスポーツ体験・スポーツ観戦ができる良好な環境の整備、空間創出 
健康・スポーツ施設を設置した集合住宅やオフィスへの容積率緩和制度導入 
スポーツ利用を前提としたインフラ整備（サイクリング道、歩道等） 
オリ・パラ共用強化施設、合宿施設の在り方の研究、整備 

6)組織・人財 

地域のスポーツ資源を活かす「プロデューサー」の育成 
スポーツ「アントレプレナー」の発掘・育成 
地域スポーツクラブ、クラブチーム、支援組織の再構築、マネジメント人財育成 
企業における休暇制度の拡充（スポーツ休暇、スポーツボランティア休暇等） 
スポーツ活動を支える人財の育成（審判、指導者、ボランティア） 
アスリートのセカンドキャリアマネジメント（企業採用の推進） 
パラアスリートのキャリア形成（雇用×セカンドキャリア） 
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④スポーツ・芸術文化が広く浸透した社会【芸術文化】 

テーマ 事業・施策名 

1)食文化 

食文化コミュニケーション関連事業 

食×健康関連事業 

2)文化交流創出 

文化ツーリズム拠点形成関連事業 

アート創生事業 

3)文化発掘・発信 

ジャパン・クオリティ（日本の良さ・こだわりの発掘・発信）関連事業 

（家電等先進技術・まちづくり、芸術・文化体験、DB・発信等） 

民間企業による日本の芸術家PR事業 
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⑤国民も来訪者も安心する世界で最も安全な社会 

テーマ 事業・施策名 

1)高次防災機能整備によ
る減災 

地域強靭化計画による地域レジリエンスの向上 
防災・減災アクションプランの策定・実践 
事前復興計画の策定 

2) 高度技術を用いた社
会インフラ等の維持保全 

センサーネットワークによる道路・橋梁の安全管理 
危険度判定センサーによる大規模地震時の建物倒壊危険度の早期診断 
斜面崩壊センサーによる住民避難情報の有効活用 

3) 健康・安全・快適性向
上都市リノベーション 

健康・安全機能を備えた都市へのリノベーション 
駅前の公共・民間施設の医療・福祉施設・住宅への転用による住替促進 
木造密集市街地居住者の希望者による五輪後の選手村への優先住替 
市街地更新に際してのコンパクトシティ／歩きたくなるまちづくり 
有料自転車専用道路・ランニングコース整備事業の検討 
リアル・バーチャル融合の新たなコミュニケーション・スペースの創出 

4) 安心・安全・快適で自
由な移動 

移動手段、建物等のバリアフリー化、ユニバーサルデザインの徹底 
都心におけるシームレスな移動を支援する多様な移動手段整備 
地方都市・郊外におけるシームレスな移動を支援する多様な移動手段整備 
健康・安全に有効なパーソナルモビリティの提供 

5) エネルギー安全の向上 
ビル・住宅、地域における省エネルギー事業 
スマートエネルギーシティの実現 

6) 森林資源活用 森林資源をフル活用したまちづくり 

7) サイバーセキュリティの
向上 

サイバーテロやシステムダウンに関するリスクマネジメント計画の策定 
サイバーセキュリティW杯の開催 
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⑥課題解決に先進的に取り組み、モデル・技術を世界に示す社会 

【交通】 
外国人、高齢者・障がい者も
安心して利用できるシェアリン
グタイプの会場移動用パーソ
ナルモビリティ 

【環境】 
ミスト、緑化による暑さ対策 

【環境】 
自転車を利用した人力発電
（競技会場等に電力を供給） 

【スポーツ】 
オリパラ版キッザニア（競技
の疑似体験） 

【コミュニケーション】 
外国人、聴覚・視覚障がい者も安心
して利用できるインフォメーション 

【文化・交流】 
子どもの遊びスペース、国
際交流の場（来場・退場
時の混雑緩和、位置情報
把握による迷子対策) 

【文化・交流】 
観客と選手の国際交流の場 

【環境】 
木製ルーバー（国産材の活用） 

【コミュニケーション】 
観客向け実況用モニター 

【環境】 
壁面緑化による暑さ対策 

【情報通信】 
ポータブルWi-Fiステーション 

【環境】 
観客席のFRP製シートにパ
イプを通し、冷水を流して暑
さ対策 

【文化・交流】 
各国選手をもてなす食事と
交流の場 (ハラール等にも
対応) 

【先進技術】 
会場案内ロボット(炎天下
にも対応) 

Ａ．競技会場及びその周辺 
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⑥課題解決に先進的に取り組み、モデル・技術を世界に示す社会 

Ｂ．臨海部 

【賑わい・交流】 
ウォータースクリーンを用いた
パブリックビューイング 

【観光・文化・交流】 
屋形船と江戸の町並みの再現 

【観光・文化】 
ボートショー（展示会） 

【文化・交流】 
プレスセンター。国際交流
の場としても活用 

【文化・交流】 
日本の食文化の紹介 

【先進技術】 
案内ロボット(多言語対応) 

【交通】 
オンデマンド型のコミュニ
ティバス 

【交通】 
水陸両用バス 

【スポーツ】 
トップアスリートによるス
ポーツ指導 

【賑わい・交流】 
パブリックビューイング 

【観光】 
大型客船の宿泊施設利用 

【観光】 
はしけを利用したカフェ 

【文化・交流】 
展示場での日本フェア。日
本の文化や製品などを紹介 

【スポーツ】 
BMX（競技用自転車）等
のコース整備・競技体験 

【観光・文化・交流】 
ワールドバザール。国際交流イ
ベントも開催 

【交通】 
水上交通の活用 
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⑥課題解決に先進的に取り組み、モデル・技術を世界に示す社会 

Ｃ．都心商業業務地 

【文化・交流】 
江戸の町並み再現、日本
文化の紹介 

【文化・交流】 
ビアガーデンでの各国ビールやお酒・料理の提
供。飲食を通した国際交流 

【先進技術】 
4K・8K巨大モニターに
よるスポーツ中継 

【文化・交流】 
和装等の日本文化の紹介 

【観光・文化・交流】 
オリパラ参加国の紹介。多言語
対応インフォメーションセンター 

【観光・文化・交流】 
日本の食文化などの紹介 

【環境】 
ヒートアイランド対策としての壁
面緑化 

【先進技術】 
案内ロボット(多言語対応) 

【スポーツ】 
道路を利用して100mコース
でトップアスリートと競争 

【観光・文化】 
プロジェクションマッピング
による日本の地域・文化
の紹介 

【賑わい・交流】 
建物外壁を利用したパブ
リックビューイング 

【観光・文化・交流】 
日本の祭り・世界各国の祭り 
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⑥課題解決に先進的に取り組み、モデル・技術を世界に示す社会 

Ｄ．大都市郊外部（ニュータウンなど） 

【まちづくり】 
古い団地を順番にリノ
ベーション 

【まちづくり】 
団地をリノベーションして病院
を整備（低層部分を増築） 

【賑わい・交流】 
人口規模にあった商業施設、
イベント空間併設 

【環境・利便性】 
小型電動スクーターなどによ
る宅配・御用聞きサービス 

【交流】 
共同菜園・直売所・カフェ。
専門家による栽培指導 

【文化・交流】 
地域の祭り。世代間交流や
文化の継承 

【交通】 
地域内のバリアフリー化と域
内移動用シェアリング型パーソ
ナルモビリティ、域外との移動
のためのオンデマンドバス 

【まちづくり・交流】 
団地をリノベーションして託児所、高齢者福
祉施設、交流ラウンジ、カフェなどを整備 

【観光・交流】 
団地をリノベーションしてゲスト
ハウスを整備。地域の集会所
を兼ねる 

【交流】 
多目的スペース。オリパラ時に
はパブリックビューイング会場 

【安全・安心】 
各種センサー等で高齢者の健康状態を
見守り、異常時は周囲に発信 
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⑥課題解決に先進的に取り組み、モデル・技術を世界に示す社会 

Ｅ．地方都市・被災地 

【文化・交流】 
地域の祭り。世代間交流や
文化の継承 

【防災・移動】 
高齢者・障がい者の移動や災害時の避難経路
を兼ねたエスカレータや斜面エレベータ 

【まちづくり】 
高台居住。法面の有効活用 

【農業】 
GPSを用いた農機の遠隔操作、ICT
農業の実現、大規模農業への移行 

【地域振興】 
地元産品の直売所。
カフェを併設 

【農業】 
農業試験場、植物工場の整備、
年間通して安定供給 

【農業】 
無人小型ヘリによる環境
データ収集、管理 

【環境・まちづくり】 
自然エネルギーを活用したス
マートタウン。主な機能を集約
したコンパクトシティ 

【農業・観光】 
斜面を活用した葡萄畑とワイナリー 

【農業・観光】 
クラインガルテンとミニ酪
農場。子どものふれあい
体験、チーズ作り体験など 

【環境・教育】 
水路を活かしたビオトーブ。
子どもの自然体験 

【防災・移動】 
斜面を活用した公共施設。
高台への移動動線を兼ね
る。災害時には避難所と
して機能 
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3．ネガティブ・レガシー（負の遺産）最小化 

競技会場の 
大会後利用 

 運営方法・管理技術に関する民間提案の反映 

 複数施設の一体的運営マネジメント 

 スポーツ以外の集客機能の複合化 

 施設利用需要そのものの創出・拡大 

大会の 
持続可能性 

（社会的責任） 

 ISO20121（イベントのサステナビリティ） 

 サプライチェーンを対象とする調達ポリシー策定 

  （環境負荷、人権侵害、不当労働、腐敗等への対応） 

 地域住民・NGO・NPOとの対話 

地方・被災地や 
2021年以降の 
落ち込み抑制 

 復興計画の進捗管理強化、前倒し実現 

 地方経済のモニタリング強化と事前対策 

 地方版レガシープラン策定（例：2012年大会 スコットランド） 

 公共事業の2021年以降への分散化・平準化 
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4．全体推進策（Legacy Path） レガシー全体PDCA 

 PDCAのサイクルとフレームワークの構築（今後のオリパラ、イベントへのレガシー） 
 組織委員会、国（府省）、自治体などのレガシープラン全体の統括機能 
 第三者機関による助言・監査（Critical Friends） 

Plan 

Do 

Check 

Action 

 レガシーの包括的なビジョン・目標など大きな方向性を提示 

 組織委員会、国、自治体などのプラン策定と全体統括 

 民間や大学、NPO・NGO等の参画 

 産官学の協働、個人のアクション 

 社会ニーズに合致し、最終的に自立的・持続的な取組 

 ファンド（リスクマネー、助成等）、場所等とのマッチング 

 第三者機関（Critical Friends）を設置し、成果・進捗を確認 

 取り組み状況をモニタリング 

 マルチ・ステイクホルダーによる評価 

 次のアクションに向けた課題抽出 

 個別事業やビジョン・目標、資金調達先へのフィードバック 

 制度的ボトルネック等を共有し、改善 
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4．全体推進策  レガシー共創ファンド 

 レガシー事業・施策に対する継続的な資金提供の仕組み（将来へのレガシー） 
 全国・世界からプロジェクト提案を募集し、資金提供者とマッチング 
 多様な性格の資金（出資・融資・委託・助成・寄付、個人・民間・政府等）の組合せ 

レガシー 
ファンド 

個人 企業 

公益法人 

提案者（実施主体） 

府省・自治体 

投資ファンド 

金融機関 

ファンドA 
（寄付） 

ファンドB 
（出資・融資） 

非営利活動 

営利(事業)活動 

事業・施策 
提案 

公的活動 ファンドC 
（委託・助成） 

・
・
・ 

多様な資金提供者 

マッチング 

・
・
・ 

個人(国内外・老若男女) 

企業 自治体 

文化 
団体 

スポーツ
団体 

NPO・
NGO 

コミュニ
ティ 



レガシー共創協議会 22 

4．全体推進策  コミュニケーション（関係構築） 

国民等各世代 
 シニア、女性、障がい者、若者、外国人等との対話（自分事として参加） 

 現役就業者の参画促進 

 多様な個人の交流機会の提供 

産官学・地方 

 産学NPO等の自発的参画の枠組み 

 地方自治体・被災地との一体的推進 

  （地方ブロック単位でのレガシープラン策定・推進体制） 

関連イベント 

 RWC2019、関西WMG2021との連携協議組織の設置 

 協働で取り組むレガシー事業・施策 

  （例：ボランティアシステム、スポーツ・健康活動推進、ショーケース） 
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5．今後の取組 

提言を活用した 
気運醸成 

 大会組織委員会、国、自治体等への働きかけ 
 コミュニケーションを通じた提言内容のブラッシュアップ 
 民間企業、スポーツ団体、その他団体の巻込み 

事業・施策の 
具体化 

 30～40程度の具体化対象事業・施策を選定 

 事業・施策別のリーダーとメンバーによる推進 
  （必要に応じて、協議会メンバー以外も取込） 

 2014年12月までの具体化活動 

  ＜12月のゴール例＞ 

   ・事業化コンソーシアム編成 
   ・フィージビリスタディ 
   ・国や自治体等への施策提案・働きかけ 
   ・検討会の継続 
   ・検討中断 
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（参考）検討体制 各企業・団体は検討プロセスに参加したものであり、本提言はグループ討議を通じて各企業・団体か
ら寄せられた様々な意見を基に事務局が集約・整理したものである。本提言の内容は、各企業・団体
の公式見解ではなく、取りまとめの責任は事務局にあることに留意されたい。 
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